
広報うわじま３月号　 12 

市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎24 － １１１１

□ 吉 田 支 所 ☎52 － １１１１

□ 三 間 支 所 ☎58 － ３３１１

□ 津 島 支 所 ☎32 － ２７２１

□ 宇和海支所 ☎62 － ０３１１

くら
し
くら
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度  

﹁
通
知
カ
ー
ド
﹂
は
届
き
ま
し
た
か
？

マイナちゃん

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ

す
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
、
住

民
票
の
住
所
の
世
帯
主
宛
て

に
、
世
帯
全
員
分
を
簡
易
書
留

で
、
全
世
帯
に
お
届
け
す
る
よ

う
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
不
在

な
ど
で
受
け
取
れ
な
か
っ
た
場

合
は
、
市
役
所
に
返
送
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
市
民
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

「
通
知
カ
ー
ド
」
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
す
る
と
き
や
住
所

変
更
手
続
き
に
必
要
で
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

希
望
者
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）」

交
付

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
と

は
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
な

る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
と
同
様

に
、
コ
ン
ビ
二
で
の
印
鑑
登
録

証
明
書
と
住
民
票
の
写
し
の
交

付
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

希
望
者
は
、「
通
知
カ
ー
ド
」

と
引
き
換
え
に
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
」
が
取
得
で
き
ま

す
。初
回
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
や
学
校
な
ど
で

ま
と
め
て
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

　

「
通
知
カ
ー
ド
」
に
は
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
顔
写
真

を
添
付
し
、
記
名
押
印
し
て
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
返
信
し
て

く
だ
さ
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

も
で
き
ま
す
の
で
、
同
封
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
交
付
方
法
】

　

市
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

本
人
の
受
け
取
り
が
原
則
で

す
が
、
代
理
人
が
受
け
取
る
場

合
は
、
委
任
状
の
他
に
委
任
者

の
顔
写
真
入
り
の
証
明
書
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】

▽
﹁
制
度
﹂
に
つ
い
て

企
画
情
報
課
☎
内
線
２
５
０
６

▽
﹁
カ
ー
ド
﹂
に
つ
い
て

市
民
課
☎
49 

ー 

７
０
７
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ

イ
ト

h
ttp
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w

w
.k

o
jin

b
a
n
g
o
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ca
rd

.g
o.jp

/

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎ 

０
１
２
０ 

ー 

９
５ 

ー 

０
１
７
８

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
か

た
り
、
預
金
口
座
番
号
な
ど

の
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う

と
す
る
電
話
や
、
訪
問
が
全

国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

各
機
関
か
ら
電
話
や
訪

問
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
決
し
て
１
人

で
対
応
せ
ず
、
相
手
の
名

前
や
用
件
を
メ
モ
し
て
各

機
関
に
相
談
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
も

「
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
で
き
ま
す

　

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

と
同
様
に
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
」
の
電
子
証
明
書
を
利

用
し
て
、
住
民
票
の
写
し
と
印

鑑
証
明
書
（
以
下
、
証
明
書
な

ど
）
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
取
得
で
き
る
『
証
明
書
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
』（
以

下
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
メ
リ
ッ
ト
】

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に

は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

▽  

市
役
所
・
支
所
な
ど
の
閉
庁

時
で
あ
る
、早
朝
や
深
夜（
午

前
６
時
〜
午
後
11
時
）、
土
・

日
・
祝
日
（
12
月
29
日
か
ら

１
月
３
日
ま
で
を
除
く
）
に

証
明
書
な
ど
を
取
得
で
き
ま

す

▽ 

市
役
所
・
支
所
な
ど
の
窓
口

だ
け
で
な
く
、
全
国
の
ロ
ー

ソ
ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク

ス
、
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
証
明

書
な
ど
を
取
得
で
き
ま
す

▽ 

窓
口
よ
り
も
50
円
安
い

２
５
０
円
で
証
明
書
な
ど
を

取
得
で
き
ま
す

【
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
】

　

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

を
持
ち
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
登
録
を
し
て
い
る

人
は
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期

限
ま
で
は
利
用
で
き
ま
す
が
、

そ
の
後
は
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

以
後
も
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
市
民
課
☎
49 

ー 

７
０
７
５
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市
営
住
宅
補
欠
入
居
者 

募
集

【
問
合
先
】
建
築
住
宅
課
☎
49 

｜ 

７
０
２
８

入居地域 団地名（住所） 構造
参考家賃（H27年度） 

（○印は共益費などが必要）
戸数 間取り

宇和島地区

薬 師 谷 （ 薬 師 谷 ） 簡耐２階建 6,800 ～ 12,000 100 ２ＤＫ

別 当 （別当２丁目） 簡耐２階建 8,100 ～ 17,000 114 ２ＤＫ

夏 目 ケ 市 下 （夏目町３丁目） 簡耐１･２階建 3,400 ～ 11,200 54 ２ＤＫ

夏 目 ケ 市 上 （夏目町３丁目） 耐火４階建 17,100 ～ 27,900 ○ 112 ３ＤＫ

和 霊 （和霊東町1丁目） 耐火３･４階建 20,200 ～ 33,300 ○ 102 ３ＤＫ

柿 原 第 １ （ 柿 原 ３ 区 ） 耐火３･４階建 23,800 ～ 35,900 ○ 38 ３ＤＫ

伊 吹 東 第１ （伊吹町東４区） 耐火２階建 18,500 ～ 27,400 ○ 4 ２ＤＫ

伊 吹 （伊吹町北２区） 耐火３･４階建

16,300 ～ 24,100 ○ 8 １ＤＫ

21,500 ～ 32,000 ○ 8 ２ＤＫ

24,900 ～ 38,200 ○ 20 ３ＬＤＫ

シルバーハウジング （伊吹町北２区） 耐火４階建 21,700 ～ 32,300 ○ 20 ２ＤＫ

吉田地区

御 殿 内 ４ （吉田町鶴間新） 簡耐２階建 15,400 ～ 23,000 4 ３ＤＫ

御 殿 内 ５ （吉田町立間尻） 耐火３階建 19,700 ～ 29,400 ○ 12 ３ＤＫ

御 殿 内 第 ２ （吉田町鶴間新） 耐火３階建 23,400 ～ 34,900 ○ 12 ３ＤＫ

医 王 寺 下 （吉田町立間） 簡耐１･２階建 4,500 ～ 11,900 20 ２ＤＫ

鶴 間 １～ ４ （吉田町鶴間） 簡耐２階建 8,600 ～ 17,200 44 ２ＤＫ

鶴 間 ６・ ７ （吉田町鶴間） 耐火３階建 14,600 ～ 23,100 ○ 36 ３ＤＫ

鶴 間 （吉田町鶴間） 木造２階建 23,000（定額） ○ 2 ３ＤＫ

与 村 井 （吉田町法花津） 木造２階建 16,400 ～ 25,500 ○ 2 ３ＤＫ

三間地区 下 落 添 （三間町宮野下） 耐火２階建
18,900 ～ 28,600 ○ 12 ２ＤＫ

26,000 ～ 39,000 ○ 4 ３ＬＤＫ

津島地区

畑 地 （津島町上畑地） 耐火３階建
15,900 ～ 23,700 ○ 18 ２ＤＫ

24,200 ～ 36,000 ○ 18 ３ＬＤＫ

巽 （津島町近家） 耐火３階建 18,900 ～ 30,300 ○ 60 ３ＤＫ･３ＬＤＫ

近 家 （津島町近家） 耐火３階建 20,600 ～ 30,700 ○ 12 ３ＤＫ

近 家 塩 浜 （津島町近家）
耐火５階建 15,900 ～ 23,700 ○ 10 ２ＤＫ

耐火３･５階建 23,500 ～ 36,100 ○ 20 ３ＬＤＫ

特公賃近家塩浜 （津島町近家） 耐火５階建 48,000（定額） ○ 12 ３ＬＤＫ

【申込期間】３月１日㈫～ 11日㈮
【申込方法】建築住宅課に備え付けの申込書に記入し

て、所得を証明する書類・住民票･そのほかの必要書

類を添えて提出してください。期間を過ぎての申し込

みは抽選会に参加できません。

【抽選日・会場】３月18日㈮ 　市役所 ２階大会議室
（受付）午前９時30分～（抽選）午前10時～

・宇和島、津島、吉田、三間地区の順に行います。

・申し込みの受付順に抽選します。

【入居資格】市内に住民登録をしているか勤務し、市

税などを完納しており、住宅に困窮している人。

（現在住んでいる地区に関係なく申し込めます）

＜�次の条件にあてはまる人は申し込みできません＞

▽既に県・市営住宅に入居している 

▽本人または家族が暴力団員である 

▽本人または家族名義の住宅がある

※単身者は、３ＤＫ以上の団地は申し込みできません。

※ シルバーハウジング（伊吹北）は、60歳未満の人は
申し込みできません。

【収入基準】申込時、同居する世帯全員の過去１年間の

所得から、公営住宅法で定める控除額を差し引いて12
（月）で割った額が15万8,000円以下。ただし、小学校
就学前の子どものいる世帯などは21万4,000円以下、特
定公共賃貸住宅近家塩浜は15万8,000 ～ 25万9,000円。

【家　賃】入居世帯の収入に基づき、公営住宅法およ

び市営住宅管理条例に定める方法で計算します。

・入居時には家賃の３ヵ月分の敷金が必要です。

・ 　 上表参考家賃欄の○印が付いている団地は共益費な
どが必要です 。

【入居予定日】部屋が空き次第連絡します（次年度の

補欠入居一斉抽選日の前日まで有効）。

・ 　 平成27年３月１日から平成28年２月29日までに申し込
みをした人で引き続き入居を希望する場合は、新たに

申込書を提出して抽選会に参加する必要があります。
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市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎24 － １１１１

□ 吉 田 支 所 ☎52 － １１１１

□ 三 間 支 所 ☎58 － ３３１１

□ 津 島 支 所 ☎32 － ２７２１

□ 宇和海支所 ☎62 － ０３１１

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
に

登
録
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
災
害
時
に
特
に
配

慮
を
要
す
る
人
の
安
否
確
認
や

避
難
支
援
に
役
立
て
る
た
め
、

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
へ
の
登

録
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
や
知
り
合
い
で
、

ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
登
録
を
勧
め

て
く
だ
さ
い
。

■
台
帳
に
登
録
す
る
と

　

登
録
者
に
は
、
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
）
が

配
布
さ
れ
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
中

に
、
登
録
者
の
情
報
（
緊
急
連

絡
先
、
か
か
り
つ
け
医
や
持
病

な
ど
の
医
療
情
報
、
薬
剤
情
報

な
ど
）
を
ま
と
め
て
入
れ
て
、

日
頃
か
ら
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
に
は
、

目
印
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
を

貼
る
こ
と
で
救
急
時
・
災
害
時

な
ど
に
発
見
者
が
素
早
い
対
応

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
登
録
で
き
る
人（
要
配
慮
者
）

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

△

要
介
護
度
１
〜
５
の
人

△

 

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
を
所
持
す
る
人

△

独
居
の
65
歳
以
上
の
人

△
 

妊
産
婦
・
乳
幼
児
・
外
国
人

な
ど
の
う
ち
自
力
で
の
避
難

が
困
難
な
人

※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

を
除
き
ま
す
。

■
登
録
ま
で
の
流
れ

❶  

申
請
窓
口
で
申
請
書
を
受

け
取
る
。
申
請
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

❷   

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
申
請
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
本
人
の
承
諾

が
あ
れ
ば
、
代
理
人
が
申
請

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

❸  

受
付
後
、
申
請
書
の
コ
ピ
ー

と
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を

渡
し
ま
す
。

※ 
既
に
登
録
し
て
い
る
人
は
、

再
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

【
申
請
先
】
福
祉
課
・
高
齢
者

福
祉
課
・
保
険
健
康
課
・
各
支

所
福
祉
環
境
係

【
問
合
先
】
福
祉
課
援
護
福
祉

係
☎
内
線
２
１
１
７

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
内
線
２
１
１
８

救急
情報

マグネットシール

プラスチック容器

■
全
国
統
一
防
火
標
語

　『 

無
防
備
な 

心
に
火
災
が

 

　
か
く
れ
ん
ぼ
』

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
火
災
が

多
発
す
る
時
期
で
す
。
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど

を
中
心
と
す
る
死
者
を
出
さ
な

い
た
め
に
、
ま
た
財
産
を
守
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
全
国
一
斉

に
春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

■
重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

② 

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災

防
止
対
策
の
推
進

③ 

特
定
防
火
対
象
物
な
ど
に
お

け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④ 

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向

け
た
取
組
の
推
進

⑤ 

多
数
の
観
客
な
ど
が
参
加
す

る
行
事
に
対
す
る
火
災
予
防

指
導
な
ど
の
徹
底

⑥
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

■ 

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ー
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
ー

【
３
つ
の
習
慣
】

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い

▽ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

物
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
う

▽ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

▼ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る

▼  

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
う

▼ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を

備
え
る

▼ 

お
年
寄
り
や
か
ら
だ
の
不
自

由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣

近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

【
問
合
先
】
宇
和
島
地
区
広
域

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
22 

ー 

７
５
０
１

春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪

防災防災
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史
な
ど
各
市
の
魅
力
を
存
分
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
安
心
し
て
旅
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
お
も
て
な

し
を
す
る
こ
と
が
、
更
な
る
復
興

の
励
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
仙
台
市
長 

奥
山 

恵
美
子
）

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
月
曜
休
館
。
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

【
入
館
料
】
大
人
５
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
４
０
０
円

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が

経
過
し
、
少
し
ず
つ
復
興
が
進

ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
復
興
５

年
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
宇

和
島
市
の
歴
史
姉
妹
都
市 

仙

台
市
、
姉
妹
都
市 

大
崎
市
の
所

在
県
、
宮
城
県
の
観
光
情
報
を

紹
介
し
ま
す
。
多
く
の
人
が
宮

城
県
を
訪
問
し
、
１
日
も
早
く

復
興
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

■
宮
城
県
市
長
会
長

　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

東
日
本
大
震
災
に
係
り
、
全

国
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
支
援
に
よ
り
復
興
し
つ
つ

あ
る
宮
城
県
内
各
地
に
足
を
お

運
び
い
た
だ
き
、
是
非
と
も
豊

富
な
食
材
や
自
然
、
温
泉
、
歴

■ 

ひ
な
人
形
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
紅
化
粧
」
体
験
講
座

　

毎
年
恒
例
の「
ひ
な
人
形
展
」

に
合
わ
せ
て
「
紅べ

に

け

し

ょ

う

化
粧
」
体
験

講
座
を
開
催
し
ま
す
。「
紅
」

の
解
説
や
、
化
粧
体
験
、
ぬ
り

え
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。「
紅
」

の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
、

見
て
み
た
い
と
い
う
人
な
ら
、

誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。

【
と
　
き
】
３
月
29
日
㈫

①
午
後
２
時
〜
３
時

②
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

※ 

時
間
ま
で
に
ロ
ビ
ー
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
定
　
員
】各
回
10
人（
先
着
順
）

【
と
こ
ろ
】
伊
達
博
物
館

【
参
加
料
】
入
館
料
の
み

■ 

秋
ま
で
待
て
な
い
ダ
テ
話
①

「
パ
ー
ク
ス
来
宇
１
５
０
年
」

　

９
月
に
予
定
し
て
い
る
秋
期

特
別
展
に
つ
い
て
、
少
し
だ
け

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
数
え
て
１
５
０
年

前
、
慶
應
２
（
１
８
６
６
）
年

６
月
27
日
、
英
国
公
使
パ
ー
ク

ス
を
乗
せ
た
サ
ラ
ミ
ス
号
が
宇

和
島
へ
来
航
し
ま
し
た
。

　

一
国
の
代
表
が
、
一
藩
を
訪

ね
て
来
る
の
は
、
驚
く
べ
き
こ

と
で
、
伊
達
家
は
濱は

ま

ご

て

ん

御
殿
で
大

歓
迎
会
を
催
し
た
そ
う
で
す
。

　

盛
大
な
歓
待
を
受
け
た
英
国

側
で
も
、
伊
達
家
の
藩
主
や
夫
人
、

家
臣
な
ど
を
乗
艦
さ
せ
る
な
ど
格

別
の
待
遇
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
伊
達
家
の
九く

よ

う曜

紋も

ん

き旗
と
英
国
軍
艦
旗
の
交
換
が

行
わ
れ
、
パ
ー
ク
ス
の
書
状
や

英
国
と
の
交
流
の
様
子
な
ど
と

と
も
に
、
現
在
で
も
伊
達
家
に

遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
伊
達
博
物
館

☎
22 

ー 

７
７
７
６

「英国軍艦旗」
（ 公益財団法人宇和島

伊達文化保存会蔵）

東
日
本
大
震
災 

被
災
県
復
興
支
援

宮
城
県 

観
光
情
報

【宮城県観光情報】

【問合先】総務課秘書広報係☎２４０７

※ 今回紹介した観光地などの詳しい情報や、宮城
県のそのほかの観光情報については、公益社団

法人 宮城県観光連盟ホームページ「宮城まるご

と探訪」（http://www.miyagi-kankou.or.jp/）を

ご覧ください。

仙台城跡〈青葉城址〉
（仙台市）

松島四大観（松島町・
東松島市・七ヶ浜町）

仙台青葉まつり
（仙台市 ５月）

政宗公まつり
（大崎市 ９月）
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